
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 大阪樟蔭女子大学 
設置者名 学校法人樟蔭学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

学芸学部 

リベラルアーツ学科 
夜 ・

通信 

14 

 

0 14 13  

国文学科 
夜 ・

通信 
4 18 13  

国際英語学科 
夜 ・

通信 
6 20 13  

心理学科 
夜 ・

通信 
3 17 13  

ライフプランニング学

科 
夜 ・

通信 
6 20 13  

化粧ファッション学科 

ファッション学コース 
夜 ・

通信 
4 18 13  

化粧ファッション学科 

化粧学コース 
夜 ・

通信 
4 18 13  

化粧ファッション学科 

美容コース 
夜 ・

通信 
6 20 13  

児童教育学部 児童教育学科 
夜 ・

通信 
 18 32 13  

健康栄養学部 

健康栄養学科 

管理栄養士専攻 

夜 ・

通信 
 

28 42 13  

健康栄養学科 

食物栄養専攻 

夜 ・

通信 
10 24 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学トップページ＞在学生の方へ に「シラバス」バナーを設置し、一覧表へのリンクを付してい

るとともに、本学トップページ＞学校案内＞情報公開 の「教員に関する情報」にも一覧表へのリ

ンクを付している。 



  

・実務経験のある教員等による授業科目の一覧 
https://www.osaka-shoin.ac.jp/files/9717/4788/5801/05__2025.pdf 

また、Web シラバスからは、検索窓「キーワード」に『★実務経験』を入力して検索すると、該当

科目のシラバスが開く。 

・Web シラバス 
https://unipa.osaka-shoin.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006 
 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  

https://unipa.osaka-shoin.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 大阪樟蔭女子大学 
設置者名 学校法人樟蔭学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.osaka-shoin.ac.jp/about/directors/  

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
（前職） 

大阪私学経営者協議会 

事務局長 

2025.5.28- 

4 年以内に終

了する会計

年度のうち

最終のもの

に関する定

時評議員会

の終結の時

まで 

地方行政の学識経験

者として、主に地域

行政との連携 

  非常勤 
（前職） 

高松高等裁判所長官 

2025.5.28- 

4 年以内に終

了する会計

年度のうち

最終のもの

に関する定

時評議員会

の終結の時

まで 

裁判所、及び弁護士

の学識経験者とし

て、主にコンプライ

アンス 

（備考） 

 

 

  

https://www.osaka-shoin.ac.jp/about/directors/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 大阪樟蔭女子大学 

設置者名 学校法人樟蔭学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 



  

授業計画書の作成・公表に係る取組の概要 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

（１）「シラバス作成ガイドライン」の策定及び科目担当者への周知 

本学では、以下に示す「シラバス作成ガイドライン」を策定し、「シラバス作成マニュアル」

と併せて次年度授業科目担当者に配付し、その内容を周知している。 

（２）シラバスの作成と公表 

前年度の 10 月より授業科目担当予定者にシラバス作成の依頼を行なう。 

1 月中旬にシラバス提出を締め切ったのち、「シラバス第三者点検委員会」によるシラバスの

点検を行ない、提出されたシラバスがガイドラインに沿ったものであるか、その内容がカリ

キュラムマップで示された事項（DP、到達目標）を実現するものであるかを確認、修正要求を

行なう。 

委員会の点検を通過した、あるいは修正を実施したシラバスについて、3 月末を目途に本学ホ

ームページ上に「WEB シラバス」として整理し、本学学生のみならず広く閲覧に供することが

できるものとして公表している。 

 

大阪樟蔭女子大学シラバス作成ガイドライン 

１．シラバス作成の基本方針 

（１）以下の目的のためにシラバスを作成する。 

〇授業選択ガイドとして、学生が自分の興味、関心、学修計画に沿った科目を選

択できる 

〇あらかじめ、授業内容、方法、評価について教員、学生が相互に確認できる 

〇教員、学生が学修効果を高める資料として活用する 

〇教員が授業設計の資料として活用する 

〇教員間での情報共有を可能とし、授業改善・カリキュラム改善のサイクルに活

用する 

〇認証評価を始め、対外的に教育の質保証を証明する際の資料とする 

（２）上記の目的を達成するため、シラバス作成にあたっては以下の点を重視する。 

〇学生の視点に立ち、分かりやすい記述をする 

〇学生が学修計画を立てやすいよう具体的な記述をする 

〇カリキュラム全体の中での位置づけ、到達目標の実現を意識する 

〇学修成果の評価に関する基準・方法を明確に示す 

 

２．シラバスの記載項目 

①授業科目の基本情報（科目名、単位数、授業コード、開期、講時、配当、担当

教員名） 

②授業の到達目標 

③授業の概要（教員の実務経験と授業への活用） 

④準備学習 

⑤テキスト 

⑥参考書 

⑦学生に対する評価 

⑧課題に対するフィードバックの方法 

⑨講義計画（回数、授業計画、予習、復習） 

⑩アクティブ・ラーニングの授業方法 

⑪ディプロマ・ポリシーとの関係 

⑫授業科目の位置づけ・レベルを表す記号 

⑬授業方法について 

⑭学生への要望 

⑮担当者への連絡方法 

 

３．各項目の記載について 

（以下略） 



  

授業計画書の公表方法 

1.以下を大学ホームページに掲出 

・大阪樟蔭女子大学シラバス作成ガイドライン 

https://www.osaka-shoin.ac.jp/files/3017/3016/1250/syllabus20241029.pdf 

 

・Web シラバス 

https://unipa.osaka-

shoin.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006 

 

2.『履修ガイド』（刊行物）を学生に配付 
 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 

https://unipa.osaka-shoin.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006
https://unipa.osaka-shoin.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
 

授業科目の学修成果の評価については、評価の方法、単位認定の方法、成績の評価基準等を履修規程

に規定し、それを大学ホームページに掲載し公表している。 

 

成績評価・単位認定について（履修規程第 21 条、22 条、24 条より） 

 

（単位の認定） 

第２１条 履修登録科目の単位認定は、試験等担当教員が講義要項（シラバス）に示した方法により総

合的に行なう。  

２ 履修登録科目の単位認定は授業料等納付金を納付した者について行ない、未納の者については単

位認定は保留される。 

（試験の区分） 

第２２条 試験は本試験、追試験に分ける。試験は原則として筆答によるがレポート、口述等をもって

これに代えることがある。 

（１） 本試験 

ａ．原則として春期および秋期の試験のために設けた期間内に授業科目担当者が行う。 

ｂ．試験を受けるためには、原則として当該科目の授業時間数の３分の２以上出席すること

を要する。ただし、受験資格の有無についての最終決定は、担当教員の判断によるもの

とする。 

（２） 追試験 

ａ．やむを得ぬ事情で本試験を欠席し、証拠を添えた理由書で願い出た者につき、担当教員

の認めた者に限り、当該科目を登録した年度内に行う。 

ｂ．ただし、教務委員会の認めた者については、次年度春期終了時までの間は追試験を行う

ことができる。 

２ 追試験を受けようとする者は、ラーニングサポートで所定の受験手続きをしなければならない。 

３ 一度合格した授業科目の再受験はできない。 

４ 履修登録科目の単位認定について、試験以外の方法によって行なう際の認定要件等についても本

条に準ずる。 

 

（成績の評価基準ならびに成績評価の指標） 

第２４条 成績の評価は次の基準による。 

 素点 
グレ

ード 
ＧＰ 成績評価基準 備考 

合 

格 

１００ 

～９０ 
Ｓ ４ 

到達目標を超えて優れた成

績を修めている 
 

８９ 

～８０ 
Ａ ３ 

到達目標を十分に達成して

いる 

到達目標はこの水準を満たすものと

して設定している 

７９ 

～７０ 
Ｂ ２ 

到達目標を概ね達成してい

る 
 

６９ 

～６０ 
Ｃ １ 

到達目標を最低限達成して

いる 

単位を与える最低基準を満たしてい

ることを示す 

不

合

格 

５９ 

～０ 
Ｄ ０ 到達目標を達成していない  

合 

格 
合 格 Ｐ － 到達目標を達成している  

不

合

格 

不合格 Ｆ － 到達目標を達成していない  

合 

格 
認 定 Ｑ －  

他大学等での修得単位の認定、協定

留学に関わる単位の認定 

 
成績の評価には、上記の他に下記の評価が含まれる。 

素点 グレード ＧＰ 

評価無 Ｎ ０ 

履修中止 Ｗ － 



  

※GP 欄の「-」は GPA の算出対象とならないことを示す。 

 

２ 合格したものには所定の単位を与える。 

３ 成績評価に係る指標としては、ＧＰＡ(Grade Point Average)を用いることとし、これを学科成績

とともに通知する。 

 ＧＰＡ値とは、履修科目の単位数×評価ポイント(GP)の総和を履修科目の総単位数で割った値であ

る。 

 

以下の内容をホームページに掲出 

・学生生活／成績評価・卒業要件 

『成績評価・単位認定について』 
http://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/campuslife/grade/ 

・Web シラバス 
https://unipa.osaka-shoin.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

http://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/campuslife/grade/
https://unipa.osaka-shoin.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?guestlogin=Kmh006


  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

成績の評価の基準について、また成績評価の客観的な評価の指標については、履修規程に規定し、学

生及び授業科目担当者に周知するとともに、大学ホームページにその事項を掲載し公表している。 

 

成績の評価基準ならびに成績評価の指標（履修規程第 24 条より） 

（成績の評価基準ならびに成績評価の指標） 

第２４条 成績の評価は次の基準による。 

 素点 
グレー

ド 
ＧＰ 成績評価基準 備考 

合 

格 

１００ 

～９０ 
Ｓ ４ 

到達目標を超えて優れた成績を

修めている 
 

８９ 

～８０ 
Ａ ３ 到達目標を十分に達成している 

到達目標はこの水準を満た

すものとして設定している 

７９ 

～７０ 
Ｂ ２ 到達目標を概ね達成している  

６９ 

～６０ 
Ｃ １ 到達目標を最低限達成している 

単位を与える最低基準を満

たしていることを示す 

不

合

格 

５９ 

～０ 
Ｄ ０ 到達目標を達成していない  

合 

格 
合 格 Ｐ － 到達目標を達成している  

不

合

格 

不合格 Ｆ － 到達目標を達成していない  

合 

格 
認 定 Ｑ －  

他大学等での修得単位の認

定、協定留学に関わる単位の

認定 

 
成績の評価には、上記の他に下記の評価が含まれる。 

素点 グレード ＧＰ 

評価無 Ｎ ０ 

履修中止 Ｗ － 

※GP 欄の「-」は GPA の算出対象とならないことを示す。 

 

２ 合格したものには所定の単位を与える。 

３ 成績評価に係る指標としては、ＧＰＡ(Grade Point Average)を用いることとし、これを学科成績

とともに通知する。 

ＧＰＡ値とは、履修科目の単位数×評価ポイント(GP)の総和を履修科目の総単位数で割った値である。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

以下の内容を本学ホームページに掲出 

・学生生活／成績評価・卒業要件 

『成績評価・単位認定について』 

http://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/campuslife/grade/ 
４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定に関する方針については「ディプロマ・ポリシー」として、学部・学科毎に策定し本学ホー

ムページに掲出し公表している。また、その内容について、毎年度見直しを行なっている。 

http://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/campuslife/grade/


  

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

以下の内容を本学ホームページに掲出 

・大学案内／教育理念／指針／ディプロマ・ポリシー 

『ディプロマ・ポリシー』 

http://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/ 
 

http://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 大阪樟蔭女子大学 

設置者名 学校法人樟蔭学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.osaka-shoin.ac.jp/disclosure/finance/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.osaka-shoin.ac.jp/disclosure/finance/ 
財産目録 https://www.osaka-shoin.ac.jp/disclosure/finance/ 
事業報告書 https://www.osaka-shoin.ac.jp/disclosure/finance/ 
監事による監査報告（書） https://www.osaka-shoin.ac.jp/disclosure/finance/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：事業計画書 対象年度：令和 7 年度） 

公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/disclosure/finance/ 

中長期計画（名称：樟蔭学園第Ⅳ期中長期計画 対象年度：2025 年度-2029 年度） 

公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/philosophy/future/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/evaluation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/evaluation/ 

 

  

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/evaluation/
https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/evaluation/


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 学芸学部リベラルアーツ学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/） 

（概要） 

基礎的教養を基盤として、人間を理解することと地域を理解することを通じて、現代の社

会が抱えている諸課題に気づき、その課題について複眼的かつ俯瞰的に捉え、また、実証

的・科学的に探究することで課題の背景・要因を多面的に捉え、社会と文化の多様性を尊重

し、人間理解に立脚した社会貢献を果たす意欲を持って、未来に繋がる課題の解決策を提示

できる人材の養成を目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/） 

（概要） 

リベラルアーツ学科は、本学の所定の課程を修め、次のような能力を身につけた学生の卒

業を認定し、学位を授与する。 

1. 自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができ

る。（情報リテラシー） 

2. 事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考

力） 

3. さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。

（自己管理力） 

4. 状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことがで

きる。（問題解決力） 

5. 他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝

え、協力して活動できる。（チームワーク） 

6. 社会の中で多様な文化を背景に持つ人々と共生する意思を持ち、ライフイベントや

社会的課題に主体的・自律的に対処することができる。(主体性・自律性) 

7. 学芸学部の幅広い学びにより培われた教養とともに、自らが選択した領域における

高度な専門知識・技能を習得したことによる実践的スキルを持ち、自らの言葉で積

極的に発信し、社会に貢献できる。(専門的能力) 

8. 特定の分野に偏らない、人間や社会、自然に関する基礎的知識と分析のための手法

を身につけている（基礎的教養） 

9. 修得した知識や技術を統合し、取り組むべき課題を発見することができる。（気づ

く力） 

10. 発見した課題について、その多様な背景に留意しながら複眼的かつ俯瞰的に観ると

ともに、身につけた手法を用いて探究することができる。（観る力） 

11. 既存の知識、専門にとらわれず学び続け、修得した知識や技術を活かしながら課題

解決に向けた努力ができる。（磨く力） 

12. 他者と繋がり、合理的判断、論理的思考だけでは解決困難な課題について協働して

取り組むことができる。（繋ぐ力） 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/） 

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/
https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/
https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/


  

（概要） 

リベラルアーツ学科は、ディプロマポリシーに掲げる５つの力を修得させることを目的

に、学士課程基幹教育科目、学科専攻科目を体系的に編成し、講義、演習、実習等を適切

に配置し、次のようにカリキュラムポリシーを設定する。 

１）教育内容 

1. 4 年間をとおした学修の基礎となる学士課程基幹教育科目に関して、初年次教育に

おいて、本学のミッションに基づき「樟蔭コア科目」「言語情報科目」「主題別科

目」を履修し、論理的思考力・コミュニケーション力・情報収集力等の基本となる

学士力を獲得する。 

2. 『樟蔭の窓』を初年次に履修し、大阪樟蔭女子大学で学ぶ意味を考え、また将来社

会で自律した女性として生きるために必要な考え方を身につける。  

3. 学士課程基幹教育科目主題別科目群に関しては、初年次から自らの関心に応じてい

くつかの主題領域、科目を選択し、問題を発見する力や解決に向けて継続的に取り

組む力、他者への理解をふまえ協力して活動できる力を獲得する。また、学修の成

果を就業につなげ、実社会に役立てるために、1 年次からキャリア系科目を履修す

ることができる。 

4. 各学科は、ディプロマポリシーに掲げる専門的な知識・技能等を修得させるため

に、専攻科目を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に設置するとともに、そ

れらを時間割として効果的に配置する。 

5. 学士課程基幹教育科目（「樟蔭基礎科目」「言語科目」「数理情報科目」「樟蔭教

養科目」「キャリア系科目」）を履修し、学びの基礎を身につける。とりわけ、

「樟蔭教養科目」を積極的に学ぶことで、社会や学問についての幅広い知見を獲得

する。また、リベラルアーツ学科専攻科目「基礎科目」の履修によって、本学科に

おける学びへの導入とする。 

6. 現代社会における諸課題等に気づき、それについて探究・考察するために、「基礎

科目」「人間を理解するための科目」「地域を理解するための科目」を履修するこ

とにより、人間理解と地域理解双方の視点を身につけ、諸課題を模索するための基

礎を身につける。 

7. 「人間を理解するための科目」「地域を理解するための科目」「データスキル科

目」を履修することにより、現代社会における諸課題について、複眼的かつ俯瞰的

に捉え、データ等に基づき、実証的・科学的に探究し、解決へ向かうための方法を

深める。 

8. 「地域を理解するための科目」を履修することにより、社会や文化の多様性を理解

し、尊重しながら、解決に向けてのアイデアを生み出せるようになる。  

9. 「PBL 科目」を履修することにより、４つの力を統合し、他者と協働しながら課題

解決に向けた取り組みを行うことで、“知識”を、修得した知識や技術を使うこと

ができる“知恵”へと発展させる。 

10. 4 年間の学びの集大成として「卒業論文」を作成する。 

11. リベラルアーツ学科専攻科目の学修成果は、総合評価により評価する。その際、学

修成果に至る過程で行うパフォーマンス等に対する形成的評価を重視する。また、

外部アセスメント・テストも活用する 

 

２)教育方法 

1. 特に、他者と協力して問題解決を図る能力を高めるために、学科専攻科目、学士課

程基幹教育科目キャリア系科目等においてアクティブラーニング、PBL、グループ

ワークを教育方法に取り入れ、授業を行う。 

2. 学科専攻科目、学士課程基幹教育科目キャリア系科目等において、学外でのフィー

ルドワークやプロジェクト、インターンシップへの参加、体験による教育方法を取



  

り入れるとともに、その実施時期・課題について講義科目等との整合や連携に配慮

して計画的に実施する。 

3. 講義・演習科目を中心に、ICT 機器と Web ツールを活用したオンライン形式による

授業を行う。 

4. Web ツールなどを活用し、学修に関する目標・記録・評価など、自己の学修成果と

学生生活を自分自身で管理する。 

３)教育評価 

1. ディプロマポリシーにある、情報リテラシー・論理的思考力・自己管理力・問題解

決力・チームワーク・主体性・自立性などの汎用的能力を可視化することによっ

て、学生が自己の学修成果を評価するとともに、教員からの評価を受け改善を行

う。 

2. 学科専攻科目に関わる４年間の総合的な学修成果の評価は「卒業論文」によって行

う。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy） 

（概要） 

リベラルアーツ学科は、ディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーに定める教育を受けるた

めの条件として、次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求める。 

 

１．高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」「英語」を通じて、コミュニケーションの基礎となる、

聞く・話す・読む・書く力を身につけている。 

３．身近な生活や社会の問題について、知識や情報をもとにして筋道を立てて考え、それについて説

明することができる。 

４．学校での学習や課外活動・ボランティア活動等について伝えたい経験があり、それらをもとにさ

らに深い知識を学び、成長したいという意欲をもっている。 

５．多様な領域に興味関心を示すことができる。 

６．自ら問いを立て、積極的に情報にアクセスし、探究していく意欲を持っている。 

 

 

学部等名 学芸学部 国文学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/） 

（概要） 

日本の言語・文学に関する幅広い知識を教授することにより、日本文化に対する造詣を深め、豊かな

情操を涵養し、言語運用能力を養成する。日本文化を継承・発展させ発信する能力を以って、異文化

間の交流を視野に入れつつ、社会で活躍できる人材の育成を目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/） 

（概要） 

国文学科は、本学の所定の課程を修め、次のような能力を身につけた学生の卒業を認定し、学位

を授与する。 

1.自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができる。（情報リテ

ラシー） 

2.事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考力） 

3.さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。（自己管理力） 

4.状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことができる。（問題

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy
https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/
https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/


  

解決力） 

5.他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝え、協力して活

動できる。（チームワーク） 

6.社会の中で多様な文化を背景に持つ人々と共生する意思を持ち、ライフイベントや社会的課題

に主体的・自律的に対処することができる。(主体性・自律性) 

7.学芸学部の幅広い学びにより培われた教養とともに、自らが選択した領域における高度な専門

知識・技能を習得したことによる実践的スキルを持ち、自らの言葉で積極的に発信し、社会に貢献で

きる。(専門的能力) 

8.日本語の多様な表現方法を習得し、かつ豊かな自己表現ができる。（自己表現力） 

9.日本語・日本文化を追究することにより培われた教養によって、他人を正しく理解することがで

きる。（人間理解力） 

10.大阪・上方のことば文化を含め、日本語・日本文化について学んだことを自らの言葉で積極的に

発信することで、社会に貢献できる。（自己発信力） 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/） 

（概要） 

国文学科は、ディプロマポリシーに掲げる知識・技能等を修得させるために、学士課程基幹教育科

目、学科専攻科目等を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に設置する。なお、カリキュラムの

体系についてはカリキュラムマップにおいて明示する。 

１）教育内容 

1.4 年間をとおした学修の基礎となる学士課程基幹教育科目に関して、初年次教育において、本学

のミッションに基づき「樟蔭コア科目」「言語情報科目」「主題別科目」を履修し、論理的思考力・

コミュニケーション力・情報収集力等の基本となる学士力を獲得する。 

2.『樟蔭の窓』を初年次に履修し、大阪樟蔭女子大学で学ぶ意味を考え、また将来社会で自律した

女性として生きるために必要な考え方を身につける。 

3.学士課程基幹教育科目主題別科目群に関しては、初年次から自らの関心に応じていくつかの主

題領域、科目を選択し、問題を発見する力や解決に向けて継続的に取り組む力、他者への理解をふま

え協力して活動できる力を獲得する。また、学修の成果を就業につなげ、実社会に役立てるために、

1 年次からキャリア系科目を履修することができる。 

4.各学科は、ディプロマポリシーに掲げる専門的な知識・技能等を修得させるために、専攻科目を

体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に設置するとともに、それらを時間割として効果的に配置

する。 

5.国文学科で学ぶことの意義を理解し、自分が学びたい勉強内容を再認識するために、学科専攻基

礎科目を初年次に必修科目として履修する。 

6.2 年次からは、「国語・国文学」、「書道」、「創作表現」の 3 コースのうちの一つを選択し、

コースのカリキュラムを中心に、日本語・日本文化に関する知識や技術を習得する。 

7.2・3 年次においては、基幹科目を履修することにより、自分が選択したコースの内容を習得し、

学問的なアプローチの方法について学ぶ。 

8.3・4 年次においては、発展科目の履修により、各人の問題意識を持ってこの分野における問題

を探究し、日本語・日本文化を自ら表現することを学ぶ。 

9.卒業論文・卒業制作においては、日本語・日本文化の担い手としての自覚を持ち、研究成果や作

品を積極的に社会に発信する。 

10.大阪・上方のことば文化を理解するため、大阪・上方関連科目を 1～3 年次に設置する。 

11.読書の習慣を身につけ、田辺聖子文学館や図書館を積極的に利用するために、読書に親しむた

めの科目を初年次に配置する。 

12.中学校・高校の国語教員、高校の書道教員を目指す学生のために教職課程に必要な科目を置く。 

２)教育方法 

1.特に、他者と協力して問題解決を図る能力を高めるために、学科専攻科目、学士課程基幹教育科

目キャリア系科目等においてアクティブラーニング、PBL、グループワークを教育方法に取り入れ、

授業を行う。 

2.学科専攻科目、学士課程基幹教育科目キャリア系科目等において、学外でのフィールドワークや

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/


  

プロジェクト、インターンシップへの参加、体験による教育方法を取り入れるとともに、その実施時

期・課題について講義科目等との整合や連携に配慮して計画的に実施する。 

3.講義・演習科目を中心に、ICT 機器と Web ツールを活用したオンライン形式による授業を行う。 

4.Web ツールなどを活用し、学修に関する目標・記録・評価など、自己の学修成果と学生生活を自

分自身で管理する。 

5.専攻科目は、授業の目的により講義、講読、演習、実習の 4 種類の形態の授業をおこなう。「講

義」においては基礎的な知識について聞き、理解するための力を養う。「講読」においては、テキス

ト内容を深く読み、作品を鑑賞する力を養う。「演習」においては少人数で発表を中心とした展開で

学生の主体性を引き出す。実習は少人数で個別指導をおこなうことで技術を高めることが目的であ

る。 

6.学修および学生生活に関する目標・結果・評価を記録するため、樟蔭 UNIPAの学生プロファイ

ル登録等を活用し、学習成果と学生生活の状況を学期ごとに記入する。定期的あるいは臨時的におこ

なうアドバイザーとの面談時にポートフォリオの内容を共有し、適切なアドバイスを受けることに

より、4 年間の成長を実感することができる。学科教員間においても情報を共有する。 

３)教育評価 

1.ディプロマポリシーにある、情報リテラシー・論理的思考力・自己管理力・問題解決力・チーム

ワーク・主体性・自立性などの汎用的能力を可視化することによって、学生が自己の学修成果を評価

するとともに、教員からの評価を受け改善を行う。 

2.学科専攻科目に関わる４年間の総合的な学修成果の評価は「卒業論文」によって行う。 

3. 4 年間の総合的な学習成果の評価をおこなうために、「卒業論文・卒業制作」を必修科目として課

し、提出後に学科の卒論発表会において全員が口頭で発表する。評価にあたっては、複数教員（主査・

副査）により評価、卒論判定会議を経て最終評価を決定する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/） 

（概要） 

 国文学科は、ディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーに定める教育を受けるための条件

として、次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求める。 

1.高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

2.高等学校までの履修内容のうち、「国語総合(現代文)」、「英語」を通じて、コミュニケーシ

ョンの基礎となる、聞く・話す・読む・書く力を身につけている。 

3.身近な生活や社会の問題について、知識や情報をもとにして筋道を立てて考え、それについて

説明することができる。 

4.学校での学習や課外活動・ボランティア活動等について伝えたい経験があり、それらをもとに

さらに深い知識を学び、成長したいという意欲をもっている。 

5.入学前教育として求められる、必要な基礎的な知識を身につけるための学習課題に最後まで取

り組むことができる。 

 6. 日本語・日本文化に深く興味、関心があり、ふだんから読書に慣れ親しんでいる。 

7.日本語・日本文化に関する知識について学び、教養として身につけ、学んだことを積極的に発

信することで、社会の役に立ちたいという意志がある。 

8.漢字能力検定などの各種ことばに関する検定を受験する、あるいは、田辺聖子ジュニア文学賞な

どの文学賞に応募するなど、日本語に関する知識を学び、表現力を磨こうとする意欲がある。 

 

学部等名 学芸学部国際英語学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/） 

（概要） 

国際語としての英語の役割を認識し、国際理解に貢献する高度で実践的な英語運用力の育成を図

るとともに、英米文化圏に限定することなく、多文化社会に適応できる、広い視野と深い教養をも

った人材を育成することを目的とする。特に、自国の言語・文化を国際的な視点から客観的に捉え

ることができる分析力と、それを世界に向けて発信する豊かな表現力・実践力を身につけた国際人

を養成する。 

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/
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卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/） 

（概要） 

国際英語学科は、本学の所定の課程を修め、次のような能力を身につけた学生の卒業を認定し、

学位を授与する。 

1.自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができる。（情報リテ

ラシー） 

2.事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考力） 

3.さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。（自己管理

力） 

4.状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことができる。（問題

解決力） 

5.他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝え、協力して

活動できる。（チームワーク） 

6.社会の中で多様な文化を背景に持つ人々と共生する意思を持ち、ライフイベントや社会的課題

に主体的・自律的に対処することができる。(主体性・自律性) 

7.学芸学部の幅広い学びにより培われた教養とともに、自らが選択した領域における高度な専門

知識・技能を習得したことによる実践的スキルを持ち、自らの言葉で積極的に発信し、社会に貢献

できる。(専門的能力) 

8.CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）の B1 レベル（自立した言語使用者）に相当する英語運用能

力を持っている。（英語運用能力） 

9.多文化社会において人々の多様性を理解・尊重して生きていくための専門知識 コミュニケーシ

ョン力を持っている。 （専門的能力） 

10.英語教育指導者や日本語教師などの言語教育を行う知識や方法を身に付けている。（言語教育

力） 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/） 

（概要） 

国際英語学科は、ディプロマポリシーに掲げる知識・技能等を修得させるために、学士課程基幹

教育科目、学科専攻科目等を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に設置する。なお、カリキュ

ラムの体系についてはカリキュラムマップにおいて明示する。 

１）教育内容 

1.4 年間をとおした学修の基礎となる学士課程基幹教育科目に関して、初年次教育において、本学

のミッションに基づき「樟蔭コア科目」「言語情報科目」「主題別科目」を履修し、論理的思考力・

コミュニケーション力・情報収集力等の基本となる学士力を獲得する。 

2.『樟蔭の窓』を初年次に履修し、大阪樟蔭女子大学で学ぶ意味を考え、また将来社会で自律した

女性として生きるために必要な考え方を身につける。 

3.学士課程基幹教育科目主題別科目群に関しては、初年次から自らの関心に応じていくつかの主

題領域、科目を選択し、問題を発見する力や解決に向けて継続的に取り組む力、他者への理解をふ

まえ協力して活動できる力を獲得する。また、学修の成果を就業につなげ、実社会に役立てるため

に、1 年次からキャリア系科目を履修することができる。 

4.各学科は、ディプロマポリシーに掲げる専門的な知識・技能等を修得させるために、専攻科目

を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に設置するとともに、それらを時間割として効果的に配

置する。 

5. 1、2 年次は、実践的な英語運用能力を身につけるために CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）に

準拠した学科独自の基礎スキル科目群を履修し、聞く・話す（やり取り、発表）・読む・書く力の 4

技能の向上を目指す。 

6.TOEIC、TOEFL、英検（STEP）など各種検定試験に対応できる力を身につけるために『English 

Workshop A〜D』を配置し、客観的な視点から自らの英語力を把握しその向上に努める。 

7.多文化社会への対応として、英語圏に加え、韓国など東アジアの国々についての基礎的な知識

やコ 
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ミュニケーション力も身に付ける。 

8.国際英語学科で学ぶことの意義を理解する学科基礎教養科目を初年次から 2 年次にかけて、3、

4 年次の学びを意識しながら履修する。 

9.2 年次秋期に協定校への海外中期留学に参加することで、身につけた英語力を実践し 3、4 年次

での学修につなげる。 

10.3、4 年次は、多文化社会に適応できる広い視野と豊かな教養をもった人材を育成するため、(a)

「グローバルコミュニケーションコース」、(b)「言語教育実践コース」の 2 コースからいずれかを

選択する。英語運用能力については、各コースに特化した content-based の科目群で履修する。ま

た(a)では、英語力を活かして幅広く社会で活躍するために必要な科目群を配置し資格取得をめざ

す。(b)では、言語教育の専門家になるために、「中学校・高等学校教諭１種（英語）」取得に必要

な科目をはじめ、英語指導者になるのに必要な科目群の配置、あるいは、外国人に日本語を教える

「日本語教員資格」に必要な科目群を配置し資格取得をめざす。 

11.４年次においては、コース別の学びに加えて、4 年間の学習の集大成として演習を中心に卒業

論文を執筆する。本学科で身につけた知識・論理的思考力・分析力を、個々の学生の興味関心に応じ

て深め、ディプロマポリシーに掲げた能力を身につけ、大学での学びを完成させる。 

２)教育方法 

1.特に、他者と協力して問題解決を図る能力を高めるために、学科専攻科目、学士課程基幹教育

科目キャリア系科目等においてアクティブラーニング、PBL、グループワークを教育方法に取り入れ、

授業を行う。 

2.学科専攻科目、学士課程基幹教育科目キャリア系科目等において、学外でのフィールドワーク

やプロジェクト、インターンシップへの参加、体験による教育方法を取り入れるとともに、その実

施時期・課題について講義科目等との整合や連携に配慮して計画的に実施する。 

3.講義・演習科目を中心に、ICT 機器と Web ツールを活用したオンライン形式による授業を行う。 

4.Web ツールなどを活用し、学修に関する目標・記録・評価など、自己の学修成果と学生生活を自

分自身で管理する。 

5. 英語運用能力を高めるために、｢基礎スキル科目群｣においては、ネイティブ・スピーカー教員

を中心に、“Learning by Doing”の方針に基づき、レベル別少人数クラスで、ペアワーク、グルー

プワークなどアクティブラーニングを積極的に教育方法に取り入れ、授業を行う。 

6.学科専攻科目においては、座学と共に学外でのフィールドワーク、実習・体験による教育方法

を取り入れながら、科目間の実施時期や講義内容に関連を持たせることに配慮して、計画的・段階

的に実施する。 

7.樟蔭学園 樟蔭国際学習センターにおいて、その施設を利用した授業課題をこなすとともに、課

外での英語学習を学生の能力・目標に応じて個別にサポートする。 

３)教育評価 

1.ディプロマポリシーにある、情報リテラシー・論理的思考力・自己管理力・問題解決力・チーム

ワーク・主体性・自立性などの汎用的能力を可視化することによって、学生が自己の学修成果を評

価するとともに、教員からの評価を受け改善を行う。 

2.学科専攻科目に関わる４年間の総合的な学修成果の評価は「卒業論文」によって行う。 

3. 4 年間の総合的な学習成果の評価を行うために、「卒業論文・卒業制作」を必修科目として課

し、複数教員により評価する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/） 

国際英語学科は、ディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーに定める教育を受けるための条

件として、次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求める。 

 

１．高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」、「英語」を通じて、コミュニケーションの基礎とな

る、聞く・話す・読む・書く力を身につけている。 

３．身近な生活や社会の問題について、知識や情報をもとにして筋道を立てて考え、それについて

説明することができる。 

４．学校での学習や課外活動・ボランティア活動等について伝えたい経験があり、それらをもとに

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/


  

さらに深い知識を学び、成長したいという意欲をもっている。 

５．入学前教育として求められる、必要な基礎的な知識を身につけるための学習課題に最後まで取

り組むことができる。 

６．英語に強い関心を持ち、大学入学後も自らの英語運用能力を向上させたいという意欲をもって

いる。 

７．多角的な視点をもって異文化を理解し受け入れようとする意欲をもっている、あるいはその実

践経験がある。 

８．国内、海外を問わず、将来自分の語学力を活かした職業に就きたいと考えている。 

９．自らを取りまく問題について、知識や情報をもとに論理的に説明することができる。 

 

 

学部等名 学芸学部心理学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/） 

（概要） 

人の行動とそのもとにある心の働きに関する専門知識と技能を身につけ、人と社会に関わる総合

的な能力を備えた人材の育成を目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/） 

（概要） 

心理学科は、本学の所定の課程を修め、次のような能力を身につけた学生の卒業を認定し、学位

を授与する。 

1.自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができる。（情報リテ

ラシー） 

2.事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考力） 

3.さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。（自己管理

力） 

4.状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことができる。（問題

解決力） 

5.他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝え、協力して

活動できる。（チームワーク） 

6.社会の中で多様な文化を背景に持つ人々と共生する意思を持ち、ライフイベントや社会的課題

に主体的・自律的に対処することができる。(主体性・自律性) 

7.学芸学部の幅広い学びにより培われた教養とともに、自らが選択した領域における高度な専門

知識・技能を習得したことによる実践的スキルを持ち、自らの言葉で積極的に発信し、社会に貢献

できる。(専門的能力) 

8.人間の行動の仕組みを客観的に理解できる。（心理学的理解） 

9.心理学の知識と技能を活かし他者との適切な関わりや援助を行う力を身につけている。（心理

学的援助） 

10.臨床に関わる業務、教育および福祉に関わる業務、および企業を含めた組織での業務遂行に心

理学の知見や方法論を活用する能力を身につけている。（心理学的実践力） 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/） 

（概要） 

１）教育内容 

1.4 年間をとおした学修の基礎となる学士課程基幹教育科目に関して、初年次教育において、本学

のミッションに基づき「樟蔭コア科目」「言語情報科目」「主題別科目」を履修し、論理的思考力・

コミュニケーション力・情報収集力等の基本となる学士力を獲得する。 

2.『樟蔭の窓』を初年次に履修し、大阪樟蔭女子大学で学ぶ意味を考え、また将来社会で自律した

女性として生きるために必要な考え方を身につける。 

3.学士課程基幹教育科目主題別科目群に関しては、初年次から自らの関心に応じていくつかの主

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/
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題領域、科目を選択し、問題を発見する力や解決に向けて継続的に取り組む力、他者への理解をふ

まえ協力して活動できる力を獲得する。また、学修の成果を就業につなげ、実社会に役立てるため

に、1 年次からキャリア系科目を履修することができる。 

4.各学科は、ディプロマポリシーに掲げる専門的な知識・技能等を修得させるために、専攻科目

を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に設置するとともに、それらを時間割として効果的に配

置する。 

 5. 初年次においては、「人間の客観的・中立的理解」をめざす心理学の学問的基礎とそのための

方法論的基礎を学ぶ科目を履修する。さらに心理学各分野の個別的内容を学ぶ科目を履修し、各領

域への関心を高める。また心理学における方法論的基礎としての記述統計や、心理学実験に基づく

データ収集およびそれを分析した論文（レポート）作成、心理面接について実習を通して体験的に

学ぶ。 

6.2 年次は、学科基礎科目を中核として、心理学と精神医学などの関連領域について体系的かつ詳

細に学ぶための講義科目を履修する。さらに実習科目として、心理検査、調査、実験等を体験的に修

得する科目を履修する。 

7.3 年次からは、「総合心理コース」と「臨床心理コース」のいずれかを選択する。いずれのコー

スにおいても、心理学の知識・方法論・技能を活用・応用して社会に貢献する実践力の修得を可能と

する発展科目を履修する。「総合心理コース」では特に人の心の成り立ちや働き、発達などに関する

最先端の知識と情報分析の高度な技能、「臨床心理コース」では特に対人関係、心の悩みと援助など

に関する最先端の知識とコミュニケーションや心理臨床の高度な技能を修得する。 

8.4 年次では、以上の履修内容を統合した学びとして、心理学の学問的立場からの問題設定、問題

解決およびプレゼンテーションの能力を養成するため卒業論文を作成する。 

9.公認心理師、精神保健福祉士、スクールソーシャルワーカー等の資格取得を希望する者は、そ

のために必要な科目を初年次より履修し、その取得をめざす。 

２)教育方法 

1.特に、他者と協力して問題解決を図る能力を高めるために、学科専攻科目、学士課程基幹教育

科目キャリア系科目等においてアクティブラーニング、PBL、グループワークを教育方法に取り入れ、

授業を行う。 

2.学科専攻科目、学士課程基幹教育科目キャリア系科目等において、学外でのフィールドワーク

やプロジェクト、インターンシップへの参加、体験による教育方法を取り入れるとともに、その実

施時期・課題について講義科目等との整合や連携に配慮して計画的に実施する。 

3.講義・演習科目を中心に、ICT 機器と Web ツールを活用したオンライン形式による授業を行う。 

4.Web ツールなどを活用し、学修に関する目標・記録・評価など、自己の学修成果と学生生活を自

分自身で管理する。 

5. 社会で心理学を活用する具体的なイメージを持つことができるよう、学科専攻科目、学士課程

基幹教育科目キャリア系科目において、心理学を学んで活躍する各分野の専門家による講義やイン

ターンシップ、公認心理師・精神保健福祉士・スクールソーシャルワーカーの資格取得のための学

外実習等を実施する。 

３)教育評価 

1.ディプロマポリシーにある、情報リテラシー・論理的思考力・自己管理力・問題解決力・チーム

ワーク・主体性・自立性などの汎用的能力を可視化することによって、学生が自己の学修成果を評

価するとともに、教員からの評価を受け改善を行う。 

2.学科専攻科目に関わる４年間の総合的な学修成果の評価は「卒業論文」によって行う。 

 3. 社会の様々な領域で心理学の知識と技能を活かして活躍できる力の修得に関わる総合的な学

習成果の評価は、「卒業論文」および「卒業論文発表会」でのプレゼンテーションに基づいて実施す

る。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/） 

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/


  

（概要） 
心理学科は、ディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーに定める教育を受けるための条件として、次に

掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求める。 

 

１．高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」「英語」を通じて、コミュニケーションの基礎となる、聞く・話

す・読む・書く力を身につけている。 

３．身近な生活や社会の問題について、知識や情報をもとにして筋道を立てて考え、それについて説明するこ

とができる。 

４．学校での学習や課外活動・ボランティア活動等について伝えたい経験があり、それらをもとにさらに深い

知識を学び、成長したいという意欲をもっている。 

５．入学前教育として求められる、必要な基礎的な知識を身につけるための学習課題に最後まで取り組むこと

ができる。 

６．人間を科学的・客観的に見つめる心理学の基礎を身につけ、人間の行動について理解したいと考えている。 

７．個人や集団の行動の背後にある法則性に注目し、これを広く社会や企業で活かしたいと考えている。 

８．心理学の知識と技能を用いて、自分自身や対人関係の問題に対処する力を身につけたいと考えている。 

９．心の問題や心のケアに関心があり、カウンセリング技術を身につけ、人の役に立ちたいと考えている。 

 

学部等名 学芸学部ライフプランニング学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/） 

（概要） 

現代に生きる女性がその人生において経験するライフ・イベントに主体的に対処していくために

必要な知識と技能を養い、家庭と職場の双方において活躍できるバランス感覚の優れた人材の育成

を目的とする。また、日々の暮らしを真の意味で豊かにする食に関する先進的な知識と技能を身に

つけつつ、食の伝統と文化を理解した上で自らの暮らしに役立て、社会に貢献できる人材の育成を

目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/） 

（概要） 

ライフプランニング学科は、本学の所定の課程を修め、次のような能力を身につけた学生の卒業

を認定し、学位を授与する。 

1.自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができる。（情報リテ

ラシー） 

2.事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考力） 

3.さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。（自己管理

力） 

4.状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことができる。（問題

解決力） 

5.他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝え、協力して

活動できる。（チームワーク） 

6.社会の中で多様な文化を背景に持つ人々と共生する意思を持ち、ライフイベントや社会的課題

に主体的・自律的に対処することができる。(主体性・自律性) 

7.学芸学部の幅広い学びにより培われた教養とともに、自らが選択した領域における高度な専門

知識・技能を習得したことによる実践的スキルを持ち、自らの言葉で積極的に発信し、社会に貢献

できる。(専門的能力) 

8.経済・経営、生活科学、社会学の分野から ビジネス、家計、食、地域社会に関する幅広い知識

を身につけ、主体的、自律的にライフ・イベントに対処できる。（主体性・自律性） 

9.家計、食の分野において、さまざまな活動を適切にマネジメントできる専門的知識と実践的ス

キルを獲得し、それぞれの分野において社会的課題の解決に積極的に取り組むことができ、社会に

貢献することができる能力を身につけている。（専門的能力） 

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/
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教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/） 

（概要） 

１）教育内容 

1.4 年間をとおした学修の基礎となる学士課程基幹教育科目に関して、初年次教育において、本学

のミッションに基づき「樟蔭コア科目」「言語情報科目」「主題別科目」を履修し、論理的思考力・

コミュニケーション力・情報収集力等の基本となる学士力を獲得する。 

2.『樟蔭の窓』を初年次に履修し、大阪樟蔭女子大学で学ぶ意味を考え、また将来社会で自律した

女性として生きるために必要な考え方を身につける。 

3.学士課程基幹教育科目主題別科目群に関しては、初年次から自らの関心に応じていくつかの主

題領域、科目を選択し、問題を発見する力や解決に向けて継続的に取り組む力、他者への理解をふ

まえ協力して活動できる力を獲得する。また、学修の成果を就業につなげ、実社会に役立てるため

に、1 年次からキャリア系科目を履修することができる。 

4.各学科は、ディプロマポリシーに掲げる専門的な知識・技能等を修得させるために、専攻科目

を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に設置するとともに、それらを時間割として効果的に配

置する。 

5.ライフプランニング学科で学ぶことの意義を理解する学科専攻基礎科目を初年次から 2 年次に

かけて必修科目として履修する。 

6.経済・経営、生活科学、社会学の分野から、ビジネス、家計、食、地域社会に関する幅広い学科

専攻科目から、自らの興味･関心に応じて計画的、体系的に科目を選択、履修し、主体的、自律的に

ライフ・イベントに対処するための基礎的知識から、実践的スキルまでを身につける。 

7.学科専攻の必修科目として、初年次においては、家族と地域社会に関する基本的な知識を学ぶ

『現代社会論』や『現代女性論』、暮らしの基盤となる家計について学ぶ『ファイナンシャル・プラ

ンニング概論』、家政についての基礎となる知識を学ぶ『生活設計論』、食生活や食文化に関する基

本的な知識を学ぶ『食生活概論』や『日本の食と文化』をはじめとする学科基礎科目を履修し、ライ

フ･イベントを考えるための基礎となる家庭をとりまく社会のしくみ・制度等について理解する。さ

らに、2 年次においては、企業経営をとりまく基本的な知識を学ぶ『経済学入門』と『経営学入門』、

を履修し、専門的な学修のための基盤となる知識を身につける。また、ファイナンシャル・プランニ

ング技能検定３級の取得をめざす。 

8.2 年次からは、「ライフデザインコース」と「フードスタディコース」の 2 つのコースからどち

らかを選択する。「ライフデザインコース」は家計に関するライフデザイン科目、「フードスタディ

コース」は食に関するフードスタディ科目を核としながら、家庭経営、ビジネス、地域社会に関する

学科総合科目にもまたがって学科専攻科目を履修し、家計や食の分野において、さまざまな活動を

適切にマネジメントできる専門的知識と実践につながるスキルを獲得し、それぞれの分野において

専門性の高い見識を養う。 

9.3 年次には、「ライフデザインコース」においては『ライフデザイン総合研究』、フードスタデ

ィコースにおいては『フードスタディ総合研究』を履修し、学外連携を含んだ多様な学修により、デ

ィプロマポリシーに掲げる、実践的スキル、自らの言葉による発信力や社会に貢献できる力を獲得

する。 

10.3 年次から 4 年次においては、コース別の学びに加えて、演習を中心に卒業論文を執筆し、大

学での学びを個々の学生の興味関心にそって深め、ディプロマポリシーに掲げた能力を身につけ、

大学での学びを完成させる。 

２)教育方法 

1.特に、他者と協力して問題解決を図る能力を高めるために、学科専攻科目、学士課程基幹教育

科目キャリア系科目等においてアクティブラーニング、PBL、グループワークを教育方法に取り入れ、

授業を行う。 

2.学科専攻科目、学士課程基幹教育科目キャリア系科目等において、学外でのフィールドワーク

やプロジェクト、インターンシップへの参加、体験による教育方法を取り入れるとともに、その実

施時期・課題について講義科目等との整合や連携に配慮して計画的に実施する。 

3.講義・演習科目を中心に、ICT 機器と Web ツールを活用したオンライン形式による授業を行う。 

4.Web ツールなどを活用し、学修に関する目標・記録・評価など、自己の学修成果と学生生活を自

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/


  

分自身で管理する。 

 5. ライフプランニング学科では、学科専攻科目なかでも演習科目において、グループワークやデ

ィスカッション、目標を設定したワークなどに取り組む。また、家庭や地域社会、ビジネスの現場に

おけるフィールドワークを重視し、そのプロセスで ICT 機器を活用し、学修成果の可視化に取り組

む。 

３)教育評価 

1.ディプロマポリシーにある、情報リテラシー・論理的思考力・自己管理力・問題解決力・チーム

ワーク・主体性・自立性などの汎用的能力を可視化することによって、学生が自己の学修成果を評

価するとともに、教員からの評価を受け改善を行う。 

2.学科専攻科目に関わる４年間の総合的な学修成果の評価は「卒業論文」によって行う。 

 3. 主体的、自律的にライフ・イベントに対処でき、さまざまな活動を適切にマネジメントできる

専門的知識とスキルを身につけるという学科専攻科目に関わる 4 年間の総合的な学修成果の評価は

「卒業論文」によって行い、複数教員によって評価ルーブリックを活用し、実施する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/） 

（概要） 

 ライフプランニング学科は、ディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーに定める教育を受

けるための条件として、次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求める。 

 

１．高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」「英語」を通じて、コミュニケーションの基礎とな

る、聞く・話す・読む・書く力を身につけている。 

３．身近な生活や社会の問題について、知識や情報をもとにして筋道を立てて考え、それについて

説明することができる。 

４．学校での学習や課外活動・ボランティア活動等について伝えたい経験があり、それらをもとに

さらに深い知識を学び、成長したいという意欲をもっている。 

５．入学前教育として求められる、必要な基礎的な知識を身につけるための学習課題に最後まで取

り組むことができる。 

６．家庭、地域社会、ビジネス、食の分野について興味があり、それらに関する知識・スキルを学ぶ 

意欲をもっており、学んだことを活かして社会に貢献したいという目的をもっている。 

 

 

学部等名 学芸学部化粧ファッション学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/） 

（概要） 

服飾・化粧を中心に、よそおいに関する幅広い専門的知識や技能、豊かな感性を養い、ファッショ

ン関連産業で活躍し得る人材の育成を目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/） 

（概要） 

化粧ファッション学科は、本学の所定の課程を修め、次のような能力を身につけた学生の卒業を

認定し、学位を授与する。 

1.自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができる。（情報リテ

ラシー） 

2.事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考力） 

3.さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。（自己管理

力） 

4.状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことができる。（問題

解決力） 

5.他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝え、協力して

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/
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活動できる。（チームワーク） 

6.社会の中で多様な文化を背景に持つ人々と共生する意思を持ち、ライフイベントや社会的課題

に主体的・自律的に対処することができる。(主体性・自律性) 

7.学芸学部の幅広い学びにより培われた教養とともに、自らが選択した領域における高度な専門

知識・技能を習得したことによる実践的スキルを持ち、自らの言葉で積極的に発信し、社会に貢献

できる。(専門的能力) 

8.主体的、自律的に人間生活に資する「よそおいの美」に関して創造できる。（主体性・自律性） 

9.ファッション・化粧・美容の分野において、高度な専門知識・技能を活用できる思考力とスキル

を持っている。（専門的能力） 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/） 

（概要） 

１）教育内容 

1.4 年間をとおした学修の基礎となる学士課程基幹教育科目に関して、初年次教育において、本学

のミッションに基づき「樟蔭コア科目」「言語情報科目」「主題別科目」を履修し、論理的思考力・

コミュニケーション力・情報収集力等の基本となる学士力を獲得する。 

2.『樟蔭の窓』を初年次に履修し、大阪樟蔭女子大学で学ぶ意味を考え、また将来社会で自律した

女性として生きるために必要な考え方を身につける。 

3.学士課程基幹教育科目主題別科目群に関しては、初年次から自らの関心に応じていくつかの主

題領域、科目を選択し、問題を発見する力や解決に向けて継続的に取り組む力、他者への理解をふ

まえ協力して活動できる力を獲得する。また、学修の成果を就業につなげ、実社会に役立てるため

に、1 年次からキャリア系科目を履修することができる。 

4.各学科は、ディプロマポリシーに掲げる専門的な知識・技能等を修得させるために、専攻科目

を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に設置するとともに、それらを時間割として効果的に配

置する。 

5. 学科基礎科目、学科基幹科目、学科総合科目を初年次から 4 年次にかけて幅広く学び、そのこ

とを通してファッション、化粧、美容の連続性と包括性を知る。 

6.ファッション学を基軸とした学びとして、初年次から 4 年次にかけてファッション学領域専門

科目を中心に履修する。「ファッション学コース」では、「服飾の美学と文化」に関する分析力、

「ファッション科学」に関する理解力、「ファッションの設計」に関する創造力を醸成する。 

7.化粧学を基軸とした学びとして、初年次から 4 年次にかけて化粧学領域専門科目を中心に履修

する。「化粧学コース」では、「化粧の文化と社会的意義」の考察力、｢化粧デザイン｣の創造力、｢新

しい美｣の提案力を育成する。 

8.3 年次から「ファッション学コース」と「化粧学コース」のいずれかを学びの目標に応じて選択

し、主体、自律をもって活躍できる基礎的知識と実践的スキルを身につける。 

9.「美容コース」では、美容師資格取得に必要な知識・技術を習得させ、美容師国家資格の取得を

目指す。さらに学科専攻科目を履修し、主体、自律をもって活躍できる基礎的知識と実践的スキル

を身につける。 

10.4 年次においては、コース別の学びに加えて、演習を中心に卒業研究を行い、大学での学びを

個々の学生の興味関心にそって深め、ディプロマポリシーに掲げた能力を身につけ、大学での学び

を完成させる。 

２)教育方法 

1.特に、他者と協力して問題解決を図る能力を高めるために、学科専攻科目、学士課程基幹教育

科目キャリア系科目等においてアクティブラーニング、PBL、グループワークを教育方法に取り入れ、

授業を行う。 

2.学科専攻科目、学士課程基幹教育科目キャリア系科目等において、学外でのフィールドワーク

やプロジェクト、インターンシップへの参加、体験による教育方法を取り入れるとともに、その実

施時期・課題について講義科目等との整合や連携に配慮して計画的に実施する。 

3.講義・演習科目を中心に、ICT 機器と Web ツールを活用したオンライン形式による授業を行う。 

4.Web ツールなどを活用し、学修に関する目標・記録・評価など、自己の学修成果と学生生活を自

分自身で管理する。 
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5. 化粧ファッション学科では、ファッション学、化粧学に関わる講義・実験・実習を通し、「化

粧ファッション学」に関して思考・創造できる専門知識を獲得させ、「よそおいの美」についての概

念・技術や科学的な視座を習得させる。 

6.「美容コース」では、上記に加え美容師として必要な知識・技能を獲得させ国家資格試験対策を

支援指導する。 

３)教育評価 

1.ディプロマポリシーにある、情報リテラシー・論理的思考力・自己管理力・問題解決力・チーム

ワーク・主体性・自立性などの汎用的能力を可視化することによって、学生が自己の学修成果を評

価するとともに、教員からの評価を受け改善を行う。 

2.学科専攻科目に関わる４年間の総合的な学修成果の評価は「卒業論文」によって行う。 

 3. 主体的、自律的に人間生活に資する「よそおいの美」に関して創造でき、高度な専門的知識・

技能を活用できる思考力とスキルを身につけるという学科専攻科目に関わる４年間の総合的な学修

成果の評価は、「卒業論文・卒業制作」および「卒業研究発表会」でのプレゼンテーションに基づい

て実施する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/） 

（概要） 

 化粧ファッション学科は、ディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーに定める教育を受け

るための条件として、次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求める。 

 

１．高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」「英語」を通じて、コミュニケーションの基礎とな

る、聞く・話す・読む・書く力を身につけている。 

３．身近な生活や社会の問題について、知識や情報をもとにして筋道を立てて考え、それについて

説明することができる。 

４．学校での学習や課外活動・ボランティア活動等について伝えたい経験があり、それらをもとに

さらに深い知識を学び、成長したいという意欲をもっている。 

５．入学前教育として求められる、必要な基礎的な知識を身につけるための学習課題に最後まで取

り組むことができる。 

６．ファッション・化粧・美容の分野に強い関心を持ち、それらに関する知識・スキルを学ぶ意欲を 

もっており、学んだことを活かして社会に貢献したいという目的を持っている。 

 

 

学部等名 児童教育学部児童教育学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/） 

（概要） 

子どもを様々な角度から見つめることができ、教育、文化、福祉、保健、心理等に関する専門的知

識及び技能を兼ね備えた子どもの専門家として、社会に貢献できる人材の育成を目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/） 

（概要） 

児童教育学科は、本学の所定の課程を修め、次のような能力を身につけた学生の卒業を認定し、

学位を授与する。 

1.自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができる。（情報リテ

ラシー） 

2.事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考力） 

3.さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。（自己管理

力） 

4.状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことができる。（問題

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/
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解決力） 

5.他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝え、協力して

活動できる。（チームワーク） 

6.子どもについての幅広い専門的知識を身につけ、子どもの専門家として、社会に貢献できる。

（専門的能力） 

7.子どもに関わる知識と能力を取得し、教育・福祉の実践現場に対応できる。（教師力） 

8.家庭や地域における子育てについて、子どもとその親、家族に対して広い視野から助言でき、

子どもの健全育成を支援できる。（子育て支援） 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/） 

（概要） 

 児童教育学科は、ディプロマポリシーに掲げる知識・技能等を修得させるために、学士課程基幹

教育科目、学科専攻科目等を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に設置する。なお、カリキュ

ラムの体系についてはカリキュラムマップにおいて明示する。 

 １)教育内容 

1.4 年間をとおした学修の基礎となる学士課程基幹教育科目に関して、初年次教育において、本学

のミッションに基づき「樟蔭コア科目」「言語情報科目」「主題別科目」を履修し、論理的思考力・

コミュニケーション力・情報収集力等の基本となる学士力を獲得する。 

2.『樟蔭の窓』を初年次に履修し、大阪樟蔭女子大学で学ぶ意味を考え、また将来社会で自律した

女性として生きるために必要な考え方を身につける。 

3.学士課程基幹教育科目主題別科目群に関しては、初年次から自らの関心に応じていくつかの主

題領域、科目を選択し、問題を発見する力や解決に向けて継続的に取り組む力、他者への理解をふ

まえ協力して活動できる力を獲得する。また、学修の成果を就業につなげ、実社会に役立てるため

に、1 年次からキャリア系科目を履修することができる。 

4.1 年次春期においては、『児童教育学概論』、『保育原理』、『教育原理』など保育・教育を学

ぶにあたっての基礎的科目を履修する。秋期からのコース選択に必要な各免許・資格については、

『アカデミック・スキルズＡ』などの必修かつ基礎となる科目を通してガイダンスを行う。 

5.１年次秋期からは、「幼児教育保育コース」、「学校教育コース」に分かれる。それぞれの専門

性を身につけるためのコース基礎科目を履修する。 

6.2 年次からは、各コースの専門基礎となる科目や実技系の科目を履修する。保育士資格に関して

は実習が始まる。 

7.3 年次では、各コースでさらに専門的な科目を履修していく。また、ゼミナールに分かれて少人

数でディスカッションを重ねながら学びを深めていく。小学校教育実習・中学校教育実習はこの学

年で行う。 

8.4 年次では 4 年間の集大成としてゼミナールの中でそれぞれのテーマに合わせて卒業論文の作

成・卒業制作を行う。幼稚園教育実習はこの学年で行う。 

9.各コースで履修する科目は、幼稚園教諭（1 種）、小学校教諭（1 種）、中学校教諭 1 種(英語)、

保育士の資格･免許に必要な科目でもあり、1 年次より実習時期にも配慮して適切に配置している。 

２)教育方法 

1.自ら考え、チームとして問題解決を図る能力を高めるために、学科専攻科目、学士課程基幹教

育科目においてアクティブラーニング、PBL、グループワークを教育方法に取り入れ、授業を行う。 

2.保育・教育の基礎的な原理を学ぶ座学を中心とした科目を履修させた上で、それらを基礎とし

て、保育・教育をする上で必要となる実践的な技能について少人数による実習形式で学ばせる。 

3.学外での実習をおこなうにあたっては、必要とされる技能が十分であるかの確認も含めた事前

指導を十分おこない、事後には振り返りを徹底する。 

4.Web ツールなどを活用し、学修に関する目標・記録・評価など、自己の学修成果と学生生活を自

分自身で管理する。 

３)教育評価 

1.ディプロマポリシーにある、情報リテラシー・論理的思考力・自己管理力・問題解決力・チーム

ワークなどの汎用的能力を可視化することによって、学生が自己の学修成果を評価するとともに、

教員からの評価を受け改善を行う。 
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2.教職課程科目については、「教職課程履修カルテ」をもちいて、年度ごとの履修状況を記録し、

自己評価、教員による評価をおこない 4 年間の過程を振り返る。 

3.自ら考え、保育・教育現場などで生かすことのできる子どもについての幅広い専門知識と多角

的で柔軟な考え方を身につけるという学科専攻科目に関わる 4 年間の総合的な学習成果の評価は、

卒業研究を作成する過程で、またその成果物である「卒業論文・卒業制作」によっておこなわれる。

さらにゼミナール合同でおこなわれる卒業論文発表会で、学生相互の評価、複数教員による評価が

おこなわれる。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/） 

（概要） 

 児童教育学科は、ディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーに定める教育を受けるための

条件として、次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求める。 

 

１．高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

２．高等学校までの履修内容のうち、「国語」「英語」を通じて、コミュニケーションの基礎とな

る、聞く・話す・読む・書く力を身につけている。 

３．子どもの創造力を育てる音楽・造形・身体表現を、体系的に理解し、実践しながら常に学び続け

ようと考えている。 

４．成長する子どもの心と体を理解し、親子にアドバイスする専門知識と技能を常に学び続けよう

と考えている。 

５．特別支援を必要とする子どもや、育児不安を抱える保護者をサポートする技能や知識を常に学

び続けようと考えている。 

６．教育者として必要な科目の知識・技術を身につけ、探究心を持ち、常に学び続けようと考えてい

る。 

７．学校での学習や課外活動・ボランティア活動等について伝えたい経験があり、それらをもとに

さらに深い知識を学び、成長したいという意欲をもっている。 

８．入学前教育として求められる、必要な基礎的な知識を身につけるための学習課題に最後まで取

り組むことができる。 

 

 

学部等名 健康栄養学部健康栄養学科 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/purpose/） 

（概要） 

健康をキーワードに、医療を中心とした現場で栄養教育や指導ができる管理栄養士の育成、なら

びに、食を中心とした正しい健康情報を広く国民に教育指導できる人材の育成を目的とする。 

（管理栄養士専攻） 

栄養ケア・マネジメントに関する教育研究を通して、栄養ケア・マネジメントの基礎理論と基本

技術の確実な習得のもとに、基本的な栄養管理に関する実践能力を有した管理栄養士の育成を行う

ことにより、地域社会の保健・医療・福祉サービスの発展と向上に寄与する。 

（食物栄養専攻） 

食品、調理、栄養などの「食」に関する教育研究を通して、人々の健康な暮らしを支える専門知識

と技術の確実な習得のもとに、食に関するさまざまな分野で活躍する人材の育成を行うことにより、

地域社会の健康の保持・増進に寄与する。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/diplomapolicy/） 
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（概要） 

健康栄養学科は、本学の所定の課程を修め、次のような能力を身につけた学生の卒業を認定し、

学位を授与する。 

1.自ら必要な情報を収集し、多角的な視点から分析し、適切に活用することができる。（情報リテ

ラシー） 

2.事実やデータにもとづき、客観的、論理的に思考することができる。（論理的思考力） 

3.さまざまな場面において、自らの意見を持ち、責任ある行動をとることができる。（自己管理

力） 

4.状況を的確に把握し、問題を発見し、その解決のために継続的に取り組むことができる。（問題

解決力） 

5.他者の意見を聴き、相手への理解をふまえて適切な表現によって自分の意見を伝え、協力して

活動できる。（チームワーク） 

6.自ら考え、他者との協働によって、健康・栄養にかかわる課題を解決に導く行動力が身につい

ている。(創造的行動力・コミュニケーション能力) 

（管理栄養士専攻） 

7.教育現場での栄養教育、給食施設での栄養管理や衛生管理に関する基本的技術を身につけてい

る。(栄養士としての専門的能力) 

8.高度な栄養管理・栄養教育を実践する上で必要な思考・判断力を身につけ、基本的な課題に対

応することができる。(管理栄養士としての専門的能力) 

（食物栄養専攻） 

7.教育現場での栄養教育、給食施設での栄養管理や衛生管理に関する基本的技術を身につけてい

る。(栄養士としての専門的能力) 

8.食品工業・産業分野における基本的な食品開発及び企画力を身につけている。(食の職業人とし

ての専門的能力) 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/curriculumpolicy/） 

（概要） 

健康栄養学科は、ディプロマポリシーに掲げる知識・技能等を修得させるために、学士課程基幹

教育科目、学科専攻科目等を体系的に編成し、講義、演習、実習を適切に設置する。なお、カリキュ

ラムの体系についてはカリキュラムマップにおいて明示する。 

１)教育内容 

1.4 年間をとおした学修の基礎となる学士課程基幹教育科目に関して、初年次教育において、本学

のミッションに基づき「樟蔭コア科目」「言語情報科目」「主題別科目」を履修し、論理的思考力・

コミュニケーション力・情報収集力等の基本となる学士力を獲得する。 

2.『樟蔭の窓』を初年次に履修し、大阪樟蔭女子大学で学ぶ意味を考え、また将来社会で自律した

女性として生きるために必要な考え方を身につける。 

3.学士課程基幹教育科目主題別科目群に関しては、初年次から自らの関心に応じていくつかの主

題領域、科目を選択し、問題を発見する力や解決に向けて継続的に取り組む力、他者への理解をふ

まえ協力して活動できる力を獲得する。また、学修の成果を就業につなげ、実社会に役立てるため

に、1 年次からキャリア系科目を履修することができる。 

4.すべての学生は、健康栄養学科専攻科目の学修に必要な基礎的知識の修得のために『化学』、

『生物』を履修する。また、基本的な学習能力の獲得および管理栄養士・栄養士の役割を理解し、大

学での学びへの動機を高めるために『アカデミック・スキルズ A・B（健康）』を履修する。 

5.修得した知識や技術を統合し、課題を的確に捉え、他者との協働によって適切に対応できる行

動力を育成するために卒業研究を遂行し卒業論文を執筆する。 

（管理栄養士専攻） 

6.管理栄養士に、これから必要とされる知識、技術を広く学術的知見に基づいて修得するため、

本学科専門基礎科目として専門基礎分野関連科目(社会・環境と健康、人体の構造と機能及び疾病の

成り立ち、食べ物と健康)、専門分野関連科目(基礎栄養学、応用栄養学、栄養教育論、臨床栄養学、

公衆栄養学、給食経営管理論、臨地実習、総合演習)、卒業論文関連科目を履修する。 

7.管理栄養士に求められる栄養管理・栄養教育に関するスキルを統合的に身につけるために健康
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栄養研究を履修する。 

8.学校給食管理・食に関する指導を行える者を育成するために、栄養教諭に関する科目を履修す

る。 

9.4 年次において、複数回の到達度試験を受験し、管理栄養士に求められる高度な専門知識の理解

度を客観的な基準に基づく厳格な評価を受け管理栄養士国家試験受験資格取得をめざす。 

（食物栄養専攻） 

6.栄養士に、これから必要とされる知識、技術を広く学術的知見に基づいて修得するため、健康

栄養学科専門分野関連科目(社会生活と健康、人体の構造と機能、食品と衛生、栄養と健康、栄養の

指導、給食の運営)を履修する。 

7.食品分野における商品開発のための企画力や食を中心とした正しい健康情報を広く伝えるため

の教育力を統合的に身につけるために健康栄養研究(総合演習)を履修する。 

8.学校給食管理・食に関する指導を行える者を育成するために、栄養教諭に関する科目を履修する。 

9.中学校・高等学校教諭（家庭）養成のための科目を履修する。 

10.食品の官能評価・鑑別など《食》に関する高度な専門知識・技術を有し、食べ物や食生活につ

いて、流通・販売者と消費者に的確な情報を提供し、またレストランや食堂などで快適な飲食がで

きるよう食空間をコーディネートし、さらに《食》に関する消費者のクレームを処理できる専門職

を育成するために、フードスペシャリストに関する科目を履修する。 

２)教育方法 

1.自ら考え、他者との協働によって、健康・栄養にかかわる課題を解決に導く行動力を高めるた

めに、学科専攻科目、学士課程基幹教育科目においてアクティブラーニング、PBL、グループワーク

を教育方法に取り入れ、授業を行う。 

2.4 年間に渡り着実に学力を積み上げていくために、栄養学の基礎となる化学・生物について演習

形式の入学前教育をおこなう。また、入学後にも基礎的内容を定着させるために化学・生物の教育

を行う。 

3.Web ツールなどを活用し、学修に関する目標・記録・評価など、自己の学修成果と学生生活を自

分自身で管理する。 

（管理栄養士専攻） 

4.学科専攻科目において、講義で学んだ知識を実践的に活用できる技術を修得するために、実験・

演習科目を多く取り入れる。また、これから必要となる力を身につけるために、学外の特定給食施

設（病院、福祉施設、事業所等）における給食の運営に関する実習、病院、保健所等における栄養管

理・栄養教育に関する実習、キャリア実習における食品開発プロジェクト等への参加による教育方

法を取り入れるとともに、その実施時期・課題について学内の講義、実験・演習科目等との整合や連

携に配慮して計画的に実施する。 

5.管理栄養士として必要な知識・技能についての 4 年間の総復習を実施する。また、正課の講義

以外でも習熟度クラス別の勉強会を行う。 

（食物栄養専攻） 

4.学科専攻科目において、講義で学んだ知識を実践的に活用できる技術を修得するために、実験・

演習科目を多く取り入れる。また、これから必要となる力を身につけるために、学外の特定給食施

設（病院、福祉施設、事業所等）における給食の運営に関する実習、キャリア実習における食品開発

プロジェクト等への参加による教育方法を取り入れるとともに、その実施時期・課題について学内

の講義、実験･演習科目等との整合や連携に配慮して計画的に実施する。 

5.正課の講義以外にも、フードスペシャリストとして必要な知識・技能についての 4 年間の総復

習の勉強会を行う。 

３)教育評価 

1.ディプロマポリシーにある、情報リテラシー・論理的思考力・自己管理力・問題解決力・チーム

ワークなどの汎用的能力を可視化することによって、学生が自己の学修成果を評価するとともに、

教員からの評価を受け改善を行う。 

2.自ら考え、他者との協働によって、健康・栄養にかかわる課題を解決に導く行動力を身につけ

るという学科専攻科目に関わる４年間の総合的な学修成果の評価は、卒業論文の執筆・発表によっ

て行い、複数教員によって評価する。 

（管理栄養士専攻） 



  

3.栄養管理・栄養教育を実践する上で必要な思考・判断力を身につけ、基本的な課題に対応でき

る管理栄養士としての総合的な学修成果の評価は、健康栄養研究における発表会および複数回の到

達度試験によって総合的に評価する。 

（食物栄養専攻） 

3.教育現場での栄養教育、給食施設での栄養管理や衛生管理に関する技術を身につけている、お

よび食品工業・産業分野における基本的な食品開発及び企画力を身につけているかの評価は、健康

栄養研究における発表会によって総合的に評価する。 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/） 

（概要） 

 健康栄養学科は、ディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーに定める教育を受けるための

条件として、次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求める。 

 

１．高等学校の教育課程を幅広く修得している。 

２．高等学校までの履修内容のうち、管理栄養士専攻では、「国語」、「英語」、「数学Ⅰ・数学 A」、

特に「化学基礎」、「化学」、「生物基礎」、「生物」を通じて、栄養学を学ぶための基礎的学

力、およびコミュニケーションの基礎となる、聞く・話す・読む・書く力を身につけている。 

食物栄養専攻では、「国語」、「「数学Ⅰ・数学 A」、特に「化学基礎」、「化学」、「生物基 

礎」、「生物」を通じて、栄養学を学ぶための基礎的学力、およびコミュニケーションの基礎

と 

なる、聞く・話す・読む・書く力を身につけている。 

３．健康・栄養にかかわる問題について、知識や情報をもとにして筋道を立てて考え、それについて

説明することができる。また、自らの意思を持って他者と協働的に課題に対処することの重要

性を認識している。 

４．入学前教育として求められる、必要な基礎的な知識を身につけるための学習課題に最後まで取

り組むことができる。 

 

管理栄養士専攻 

５．将来、栄養管理・栄養教育を実践できる管理栄養士として活躍するために、それらに関する知

識・スキルを学ぶ意欲をもっており、学んだことを活かして社会に貢献したいという目的をも

っている。 

 

食物栄養専攻 

５．教育現場での栄養教育、給食施設での栄養管理や衛生管理、食品関連企業等、健康・栄養に関す

る職業人として活躍するために、それらに関する知識・スキルを学ぶ意欲をもっており、学ん

だことを活かして社会に貢献したいという目的をもっている。 

６．学校での学習や課外活動・ボランティア活動等について伝えたい経験があり、それらをもとに

さらに深い知識を学び、成長したいという意欲をもっている。 

 

 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://w ac.jp/univ/about/chart/ww.osaka-shoin. 

 

  

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/idea/admissionpolicy/
https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/chart/


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 － 4 人 

学芸学部 － 29 人 21 人 2 人 4 人 人 56 人 

児童教育学部 － 6 人 6 人 4 人 1 人 1 人 18 人 

健康栄養学部  6 人 8 人 1 人 人 人 15 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

4 人 89 人 93 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://ｗｗｗ-cv01.ufinity.jp/osakashoin/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

本学の FD･SD 活動の概要 

 

本学の教育理念の実現に向け、ファカルティ・ディベロップメント（以下「FD」という。）及びスタッ

フ・ディベロップメント（以下「SD」という。）を積極的に推進する組織として、平成 24年 5 月、「FD･SD

活動推進委員会」を設置した。FD･SD 活動推進委員会は、学長室直轄の組織として、これまで本学の教育

開発機構（平成 19 年～平成 24 年）が積み重ねてきた FD 活動の実績を踏まえて、それらをさらに発展さ

せるための活動を推進している。 

 

FD･SD 活動推進委員会では、本学の“教育力”の向上を目指して、以下の取り組みを組織的、かつ効果

的に実施している。  

①授業見学・公開の取り組みの継続  

②新任研修のみならず、全教職員を対象とする研修プログラムを実施  

③「授業改善のためのアンケート」の結果の活用 

 

本学の FD･SD 活動の取り組みの例 

 

① 授業見学・公開 

授業見学・公開は、教員一人一人が授業改善意識をもって、より良い授業を行い、大学として学生の学

士力を保証するための組織的取り組みとして行っている。 

春期と秋期の授業期間はいつでも授業見学を希望することが可能になっている。見学者は見学後にレポ

ートを提出し、授業を公開した教員はそれにフィードバックを行っている。 

 

② 授業改善のためのアンケート 

授業内容・授業方法の改善を目的として、学生による「授業改善のためのアンケート」を平成 20 年秋

期から実施している。その結果は教員個人の授業改善に活用されている。 

平成 22 年度秋期からは全体の集計結果だけでなく、科目ごとの集計結果を教職員および、在学生に公開

し、組織的な授業改善につなげる取り組みを進めている。 

 

③ 学内研修会 

新任教員向けの研修会や、年に 2 回全教職員対象の研修会を開催している。また不定期にサロンを開

催し、教職員同士の意見交換や情報共有をすすめている。  

 

④ その他の取り組み 

平成 25 年度より、FD 活動の一貫として「大阪樟蔭女子大学専任教員 FD ポイント制度」を実施してい

る。この制度は、本学専任教員の教育力向上を図るとともに、ひいては本学総体としての教育力向上を図

るため、専任教員各人の各種 FD 活動への自主的、積極的な参加を促進することを目的としている。規程

に定める基準以上のポイントを獲得した教員は、学長より顕彰される。 

また「メーリングリスト」を活用し、学内の研修会等の告知を行なったり、学外の FD フォーラムやワー

https://www-cv01.ufinity.jp/osakashoin/


  

クショップを紹介し、積極的に FD 活動に取り組めるよう、情報提供を行なっている。 

 

上記説明の他、年度毎の活動報告については、本学ホームページ「本学の FD･SD 活動の概要」に掲載して

いる。 

http://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/research/fd/ 
 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

学芸学部 350 人 322 人 92.0％ 1470 人 1243 人 84.6％ 0 人 1 人 

児童教育学部 50 人 23 人 46.0％ 460 人 191 人 41.5％ 0 人 0 人 

健康栄養学部 100 人 92 人 92.0％ 580 人 379 人 65.3％ 0 人 0 人 

合計 500 人 437 人 87.4％ 2510 人 1813 人 72.2％ 0 人 1 人 

（備考） 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

学芸学部 
348 人 

（100％） 

2 人 

（0.6％） 

314 人 

（90.2％） 

32 人 

（9.2％） 

児童教育学部 
83 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

80 人 

（96.4％） 

3 人 

（3.6％） 

健康栄養学部 
106 人 

（100％） 

5 人 

（4.7％） 

100 人 

（94.3％） 

1 人 

（0.9％） 

合計 
537 人 

（100％） 

7 人 

（1.3％） 

494 人 

（92.0％） 

36 人 

（6.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

学芸学部 
375 人 

（100％） 

314 人 

（83.7％） 

9 人 

（2.4％） 

52 人 

（13.9％） 

人 

（  ％） 

児童教育学部 
92 人 

（100％） 

80 人 

（87.0％） 

6 人 

（6.5％） 

6 人 

（6.5％） 

人 

（  ％） 

健康栄養学部 
112 人 

（100％） 

100 人 

（89.3％） 

7 人 

（6.3％） 

5 人 

（4.5％） 

人 

（  ％） 

http://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/research/fd/


  

合計 
579 人 

（100％） 

494 人 

（85.3％） 

22 人 

（3.8％） 

63 人 

（10.9％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

⑤ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 
教育課程の編成方針（カリキュラムポリシー）に基づき学部・学科ごとの教育課程を定めている。教

育課程については学則、学則別表、カリキュラムマップによってこれを整理し、カリキュラムポリシー

とともに大学ホームページに掲載し公表している。 

教育課程ごとの授業科目については、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基準その他の

事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、シラバス作成ガイドラインとともに大学ホームページに

掲載して公表している。 

 

 

⑥ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 
（概要） 

学修の成果に係る評価については、評価の方法、単位認定の方法、成績の評価基準等を履修規程に規定

し、それを大学ホームページに掲載し公表している。 

卒業の認定に関する方針については「ディプロマ・ポリシー」として、学部・学科毎に策定し本学ホー

ムページに掲出し公表している。また、その内容について、毎年度見直しを行なっている。 

また、成績評価において、成績評価基準を明確にした上で、客観的な指標（ＧＰＡ）を設定し、履修単位

の登録上限を設定するなど、学生の学修成果の評価並びに単位認定の水準確保に配慮した適切な運用を

行っている。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

学芸学部 

リベラルアーツ学科 124 単位 ○有 ・無 学期ごとに 24 単位 

国文学科 124 単位 ○有 ・無 学期ごとに 24 単位 

国際英語学科 124 単位 ○有 ・無 学期ごとに 24 単位 

心理学科 124 単位 ○有 ・無 学期ごとに 24 単位 

ライフプランニング学科 124 単位 ○有 ・無 学期ごとに 24 単位 

化粧ファッション学科 124 単位 ○有 ・無 学期ごとに 24 単位 

児童教育学部 児童教育学科 124 単位 ○有 ・無 学期ごとに 24 単位 

健康栄養学部 健康栄養学科 124 単位 ○有 ・無 学期ごとに 24 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/campus/ 

 

  

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/campus/


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

学芸学部 

リベラル

アーツ 

学科 

995,000 円 280,000 円 450,000 円 

施設設備費（年額） 

280,000 円 

休学中の学籍管理料（年額） 

120,000 円 

実験実習費（年額） 

50,000 円 

国文学科 830,000 円 280,000 円 400,000 円 

施設設備費（年額） 

280,000 円 

休学中の学籍管理料（年額） 

120,000 円 

国際英語

学科 
830,000 円 280,000 円 400,000 円 

施設設備費（年額） 

280,000 円 

休学中の学籍管理料（年額） 

120,000 円 

心理学科 870,000 円 280,000 円 400,000 円 

施設設備費（年額） 

280,000 円 

休学中の学籍管理料（年額） 

120,000 円 

ライフプ

ランニン

グ学科 

890,000 円 280,000 円 400,000 円 

施設設備費（年額） 

280,000 円 

休学中の学籍管理料（年額） 

120,000 円 

化粧ファ

ッション 

学科 

890,000 円 280,000 円 400,000 円 

施設設備費（年額） 

280,000 円 

休学中の学籍管理料（年額） 

120,000 円 

児童教育

学部 

児童教育

学科 
870,000 円 280,000 円 

 

400,000 円 

 

施設設備費（年額） 

280,000 円 

休学中の学籍管理料（年額） 

120,000 円 

健康栄養

学部 

健康栄養

学科 

管理栄養

士専攻 

995,000 円 280,000 円 425,000 円 

施設設備費（年額） 

280,000 円 

休学中の学籍管理料（年額） 

120,000 円 

実験実習費（年額） 

25,000 円 

健康栄養

学科 

食物栄養

専攻 

890,000 円 280,000 円 410,000 円 

施設設備費（年額） 

280,000 円 

休学中の学籍管理料（年額） 

120,000 円 

実験実習費（年額） 

10,000 円 

 

 

 

 

 

 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 
本学で学ぶ学生が 4 年間で着実に成長できるように、独自の教育プログラムを整えている。 

初年次教育で 4 年間の学びの基礎力を身に付けた上で、専門教育で専門性を高めていく。加えて、学ん

だことを社会で実践するプログラムを用意し、学びと実践の繰り返しにより、幅広く、深い知識を習得

し、思考力や応用力を培う。さらに、教室外での学修をサポートするしくみや環境を整えて、ひとりひ

とりの「学び」と「成長」を応援している。 

初年次のカリキュラムとして、学士課程基幹教育は、「読む」「聞く」「書く」「話す」を基本にし

て、大学での学びの土台作りと社会人としての基礎力の習得を目標とし、専門教育は、各学科の専門教

育の導入・基礎となる科目による学びをスタートさせている。 

免許・資格課程では、諸資格課程の共通科目や学科専攻科目の履修により、資格・免許の取得や国家試

験受験資格が得られる課程を用意し、将来の志望に合わせて履修計画を立てている。 

教室外での学修を支えるしくみとしては、アドバイザー制度、オフィスアワー制度、ライティングヘル

プデスク（文章表現の基本「書く」ことに特化したサポート）等を行っている。 

この他、免許・資格課程で学んだ成果を、採用試験や国家試験の合格という形で実現するために、オリ

ジナルの各種対策講座を開講している。また、学外資格試験の対策講座を、外部資格学校の協力を得て

学内で開講している（教員採用試験・国家試験等合格のための対策講座、学外資格試験対策講座。） 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生が自らのキャリア形成に向けて能動的・自主的かつ肯定的に取り組むことを

目的とした「キャリアサポートプログラム」を初年次から設定し、社会で必要な力を段階的

に身に付けることができる。2 年生からはキャリア実習科目を正課授業として履修すること

ができ、キャリア実習科目には、「就業体験型」と「学生提案型」の 2 種類のプログラムを

提供している。本学の就職支援として、3 年生の春期から社会人になること、採用選考を意

識した就職ガイダンスを軸に、業界セミナー、ビジネスマナー講座、実践模擬面接講座等、

様々な就職支援プログラムを実施している。これらの就職支援プログラムは、オンラインの

メリットを活かし、オンラインと対面を使い分けて実施している。特徴のある支援として、

キャリアセンター職員一人ひとりが担当学科を受け持ち、卒業まで責任を持ってサポートす

る「学科担当制」やキャリアカウンセラーによる個人面談、採用選考などで遠方へ行く場合

に大学が交通費（学割適用）の半額を補助する「遠距離交通費補助」等の制度がある。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、教員、事務局が一体となり、疾病や障害などによって学修に困難を抱える学

生一人一人のニーズを理解し、支援する体制づくりを行っている。 

◆アドバイザー制度 

学生一人一人の学生生活の充実を目的として、履修指導を含む修学、大学生活全般にわ

たる問題を発見し、相談窓口の機能を果たすアドバイザー制度を設けている。アドバイザ

ーは、担当する学生の相談に応じ、指導および助言にあたり、問題の早期発見・早期介入

に努めている。 

◆保健室 

保健室では、体調不良やケガの応急処置はもちろん、全学生を対象に実施している定期

健康診断、禁煙教育、感染症予防などの業務を行っている。看護師3名が日々の相談に応

じるほか、内科校医による健康相談日も設けており、健康上の不安や心身の不調について

も相談することができる。 

◆学生相談室 

心身ともに健やかで充実した学生生活を送ることができるよう、常時3名の公認心理師

有資格の専門カウンセラーが様々な悩みや相談に個別で応じており、対面だけではなく電

話等での相談も行っている。 

また、保護者からの相談にも対応しているほか、精神科医による相談日を月1回設けて

いる。また、2024年度より、心身の不調等が理由で休学した学生が、復学後、卒業を目指



  

すための支援を充実させることや、再び不適応を起こさずに済むような個々のニーズに合

わせた支援を行うことを目的とした「復学者支援」を発足することになった。 

◆障がい学生支援 

「高い知性」と「豊かな情操」を兼ね備えた社会で貢献できる女性の育成を目的とする

建学の精神に則り、障がいを理由とする差別の解消に取り組み、障がいの有無に関わらず

平等に教育・研究に参加・活動できるよう機会の確保に努めることを基本理念とする「障

がい学生支援に関する基本方針」を定めている。また、大学としての「教育の本質」を変

更しなことを原則に合理的配慮の窓口を設けている。週3日、学生支援課に精神保健福祉

士有資格の専門のコーディネーター1名を配置し、障がい学生の支援を行っている。 

 

◆学生支援関連部署連絡会議 

月 1 回、学生部長を議長とした学生支援関連部署連絡会議を開催し、本学の特別な配慮

を必要とする学生の支援に関する事項について審議、関連部署と連携を図っている。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/disclosure/ 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 

https://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/about/disclosure/


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

325人（ - ）人

後半期

307人（ - ）人

182人

-

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

大阪樟蔭女子大学

学校法人樟蔭学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
300人（ - ）人

195人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F127310108018

（備考）

56人 72人

内
訳

第Ⅲ区分 43人 46人

（うち多子世帯） （　　　　　人） （　　　　　　人）

（うち多子世帯） （　　　　　人） （　　　　　　人）

第Ⅱ区分

-第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　　　　人） （　　　　　　人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

-人（ 0 ）人

326人（ - ）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

- 人 人

20人 人 人

人 人

- 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

- 人 人

- 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

-

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ - 人 人

計 38人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

- 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 38人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数


